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ニセコ町を取り巻く環境動向年表（全国編）
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高速道路での自家用車の完全
自動運転（レベル4）[国交省]

～ 2022年 2036年～

R18年～ ～ R4年
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社会
インフラ

環境

国際

 【2066年】外国人人口が1割に[社人研]

 【2070年】総人口8,700万人[社人研]

高齢化率が3割超[社人研]

地域限定型無人自動運転移動サービ
スが全国100ヶ所以上で展開[国交省]

自動運転

 【2037年】世界の人口90億人[国連]

リニア中央新幹線（品川～名古屋）開業[国交省]

温室効果ガスを2013 年度比46% 削減[環境省]

液化水素・水素発電が商用化[経産省]

SDGs2030アジェンダ・ゴール[国連]

【2045年】シンギュラリティ（AIがあら
ゆる面で人間の知能を超える）
[レイ・カーツワイル「The Singularity Is Near:
When Humans Transcend Biology」]

団塊の世代が全て75歳以上に[厚労省]

【2020年】「行動の10年」スタート[国連]

一定ルール下で、一緒に行動して
90％以上の人が違和感を持たな
いAIロボットが実用化[内閣府]

AI/ロボット

ChatGPTへの関心の高まり[野村総研]

自動運転の普及は地域を救うか？

人口動態 総人口は微増だが、少子化・高齢化が進行

産業

介護

医療

SDGs

エネルギー転換

教育

財政

国家公務員の定年65歳
に引き上げ[内閣官房]

【2050年】
国と地方の債務残高
2,500兆円超[大和総研]GDP比で250％を超える[IMF]

債務残高

【2020年】新型コロナに対応するための新規国債
発行額が過去最大の108.6兆円[予算委員会]

時間・空間にしばられな
い働き方にシフト[厚労省]

教育の情報化

【2021年】GIGAスクール構想開始[文科省]

学習指導要領改訂[内閣府]【2021年】小中学校で1人1端末整備ほぼ完了[文科省]
【2040年】現実空間と仮想空間を融

合させた学校教育が実現[文科省]

要介護認定者
960万人[経産省]

【2040年】要介護認定者
数ピークを迎え、988万人
[経産省]一般家庭用介護ロボットの実用化[内閣府]

【2040年】介護人材69万人不足[厚労省]
介護人材

介護人材32万人不足[厚労省]【2017年】入国管理法改正で在留
資格に「介護」創設[出入国在留管理庁]

医療技術

再生医療が実現[奥
真也「未来の医療年表」]

現在の健康保険証廃止[デジタル庁]【2021年】マイナ保険証
運用開始[デジタル庁]

【2040年】神経
難病克服[奥真也
「未来の医療年表」]

AI診療が主流に[奥真
也「未来の医療年表」]初の本格認知症薬誕生

[奥真也「未来の医療年表」]

がんの大半が治癒
可能に[奥真也「未来
の医療年表」]

働き方

【2022年】労働者協同組合法施行[厚労省] 女性・高齢者の多くが働く社会が実現し、
就業者数が632万人増加[未来総研]働き方

【留意事項】本資料に記載されている出来事や予測は、2023年6月5日現在、各団体等から公表されている内容に基づくものであり、今後、変更・修正される可能性があります。

インフラの50％が50年の寿命を超過[国交省]
道路・水道

【2050年】インフラの維持管理に
携わる建設系技術者が対2015
年比で約4割減[国交省]

観光
【2050年】アジア諸国の一人当たり
GDPが2～5倍伸び、アジア諸国からの
訪日外国人旅行者数が増加[観光庁]

訪日外国人観光旅行者は6,000万人、消費
額は15兆円を目標[観光庁]

【2020年】北海道の7空港一体運営開始（～2049年）[国交省]

ひとり旅行が増加（男性の生涯未婚率3割）
[観光庁]
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ドローン物流
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ニセコ町を取り巻く環境動向年表（ニセコ町編）
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   R5年          R6年      R7年       R8年         R9年       R10年      R11 年       R12年         R13年        R14年      R15年       R16年           R17年 

【2050年】
二酸化炭素排出実
質ゼロ達成

～ 2022年 2036年～

R18年～ ～ R4年

人口

教育

第1、第2工区完成

第3工区着手 第4工区着手
ニセコミライ

総人口がピークを迎える（5,608人）

高齢化率が3割超（30.2％）

 総人口5,597人

高齢化率 34.1%

整備完了

JR函館線廃止・バス転換

気候非常事態宣言

まちづくり

環境

交通

後志自動車道・仁木IC開業

北海道新幹線全線開業
新幹線俱知安駅開業

高速道路整備

北海道新幹線整備

道路・防災

総人口は微増だが、少子化・高齢化が進行

環境と調和した生活様式が求められる

高速交通手段は拡
充される一方、地
域内の交通手段整
備が課題

道の駅ビュープラザ

情報管理

ニセコ高校

産業

国営農地再編整備

無電柱化

整備完了

ニセコミライ通り 一号線ニセコ登山道路

開町130周年

庁舎屋上に予備送信所設置ラジオニセコ

再整備完了

給食センター

スポーツ施設

有島記念館・鉄道

整備完了消防庁舎

文化・スポー
ツ

給食調理機械更新

新寮の整備

給湯ボイラー・空調設備 給食費保護者負担軽減

総合学科
への学科
転換

総合体育館の整備（検討）

有島記念館改修 鉄道遺産群整備

町民プールの整備（検討）

過疎地域の認定終了（過疎債の使用ができなくなる）過疎対策事業債

ペーパーレス化 はんこレス化 手続きのオンライン化

【留意事項】本資料に記載されている出来事や予測は、担当課で構想している段階で、財源確保や関係者との合意ができているわけではありませんので、資料の取り扱いにはご注意ください。

森林の育成・活用

水資源の保全

林業会社を活用して森林資源の循環を目指す

地域公共交通の拡充

持続可能な観光の推進

生涯学習の拡充


